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感 動 感 激 そ し て 感 謝= =
ソニックシティが燃えたＡＡ日本２０周年記念集会

〠100 91-
東京都中央郵便局

916私書箱

実質的な実行委員会を組むため、１９９３年３月に
東京飯田橋のセントラルプラザで第一回全体集会が開
かれた。この集会の理念はなにか、そもそもＡＡの集
会に“理念”たるものがあるのかないのかという、か
しましい議論から、この集会の火ぶたが切られたのだ
った。以来、実に２年間にわたって毎月１回、今年に
なってからは毎月２～３回、準備のための実行委員会
を開いてきた 「ＡＡ日本２０周年記念集会」と「２。
０ＴＨ ＡＮＮＩＶＥＲＳＡＲＹ ＡＡ ＪＡＰＡＮ」

、 、という日本語 英語のロゴを決めることから始まって
開催会場の選定、各実行委員会の結成、ポスター、チ
ケットの公募等が、さしずめ前哨戦と言った感じだっ
た。
この２０周年記念集会の開催にあたっては、まず毎

年１回開催されるゼネラルサービスミーティングで、
開催地域をどこにするか、各地域からどのくらいの人
達が来てくれるかなどを、各地域評議員に相談しなが
ら計画を進めた。次に、テーマを決めるのも、ポスタ
ーとチケットの図柄募集も全国に呼びかけて行い、実
行委員会全体会議で皆で決めていった。特に昨年にポ
スターやチケットが出来上がってからは、全国６か所
のセントラルオフィスを通じて配布や頒布を行い、あ
っと言う間に、３月２４日がやってきたという次第だ
った。
会場を大宮ソニックシティに選定するとき、会場側

の条件は“国際会議であること”だった。そして当日
は”国際会議”の名にふさわしく、日本に住んでいる
外国から来たメンバーたちの参加はもちろん、ニュー
ヨークのＧＳＯからも仲間がかけつけてくれた。さら
にこの国際性を決定づけたのは別項の第一回アジアオ
セアニアサービスミーティングに参加するために日本
にやって来てくれたニュージーランド、香港、韓国の
仲間たちだった。また、在京の英語グループのメンバ
ーたちがアトラクションに参加してくれることになっ
て、自分たちで台本作りから準備を重ね、日本人メン
バーも含めて一緒にＡＡ草創期のころの寸劇を行い当
日は大喝采を浴びた。ロビーでの幾つもの話の輪のな

かには、ゆったりとした表情の外国人と日本人の顔、
顔、顔があった。日本人は日本人、彼らは彼らという
ぎこちなさはもうそこにはなかった。
蒲田教会でステップミーティングが初めて開かれた

のが１９７５年３月というわけだが、大宮という場所
もそのスタートに深い関わりがあった。施設とＡＡと
教会が渾然一体となって、アルコールに苦しむ人達に
回復のメッセージを運び始めたのが日本のＡＡの始ま
りだったが、当日はそこに関わった仲間たちもほとん
ど姿を見せてくれた。
この２０年間、そこには乗り越えなければならない

痛みは幾つもあったけれども、この大宮ソニックシテ
ィの会場には癒された満足した表情があふれていた。
その２０年間の日本のＡＡの歩みを、全国のメンバ

ーが関わったかたちで、一冊の本にまとめたいという
熱意がついに実った 「ＡＡ日本２０年の歩み」が会。
場ではじめて頒布されたのだった。全国７地域のＡＡ
がどんな展開をして今日の姿になってきたか、日本の
ＡＡが全体としてどんなサービスのあゆみを辿ってき
たか、１９７５年に今のＡＡがスタートする以前にど
んなことがあったのか “いくたびもの出会いを重ね、
て”日本のＡＡが２０年の歩みを歩んできたことの全
貌が、初めてこの本によって明らかにされていた。
過去に開かれた全国代議員集会の数は多くはない

が、そのどれもがワールドサービスミーティング評議
員の選挙のためだった。今回２０周年記念集会で開催
された全国代議員集会の詳しい内容は別項に譲るが、
日本のＡＡがこれまで作りえなかった常任理事会の設
置の是か非かを、全国の代議員だけに決めてもらおう
というもので、九州地域が準備に当たってくれた。１
０年間をかけてつくられてきたサービス体系が機能し
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てこの会合が達成されたのは、感激このうえないもの
だった。そしてサービス体系の仕上げをすることに、
この集会は ゴー を出したのである。“ ”

この２０周年記念集会は、過去の記念集会の経験を
もとにして運営された。例えば、大ホールの集客力を
よくするために、大ホールでの企画があるときは、平
行する分科会は設置しなかった。またＡＡはアルコホ
ーリク本人の集まりであるため、ノン・アルコホーリ
クで短いスピーチをしていただいたのはＪＳＯの運営
にかかわったお二人だけで、メンバー本人の経験の分
かち合いに重点が置かれた。大ホールの舞台を飾る色
彩ゆたかな布地による晴れがましい演出も、仲間のア
イデアと汗の結晶だった。それにもかかわらず、２０
０名近くの専門家や関係者の方々においでいただい
て、ＡＡに愛とご理解とご意見をいただいたことに、
心から厚くお礼を申し上げます。
約２年間、実行委員会は委員長をもとに堂々とした

活動を続けてきた。意見の衝突はあったが、おたがい
がお互いの意見を粘り強く聞く、というＡＡのやりか
たで開催の無事終了にこぎ着けることができた。実行
委員会では、５月２３日、豊島勤労福祉会館で棚卸し

、 、 。をして それを書類に残し そして委員会を解散する
お世話した方も、参加していただいた方も、アルコホ
ーリクもノンアルコホーリクの方がたも、通訳をして
くださった方も、また会場やホテル関係のお世話をし
てくださった方々も、アトラクションの民謡を支えて

、 、 、くださった方々も みな無名の形で ときには黙々と
ときには喜々として、献身的にこの記念集会を支えて
くださった。
この集会の理念は何だったのか、その一つは、ＡＡ

が今後も無名であることを基礎にして、その活動を続
けていくことの確認だったのかもしれない。
皆様すべての方々に再度厚くお礼申し上げます。

世界のＡＡのサービス構成の中では、隔年に開催さ
れるワールドサービスミーティング（ＷＳＭ）のほか
に、ＷＳＭのない年には、ヨーロッパ諸国によるヨー
ロッパミーティングと中南米諸国が参加する中南米ミ
ーティングがそれぞれに開催され、近隣の国々の間で
ＡＡの経験の分かち合いが行われている。そのどちら
にも属さない環太平洋地域のサービスミーティングの
開催については、すでに１０年以上も前から提案が出
されていたのだが、アジアやオセアニアの諸国がまと
まってサービスミーティングを開催することなど、ど
う考えても非現実的に思われていた。ヨーロッパにし
ても、中南米にしても、陸続きであり、たとえ数か国
語が用いられていたとしても言語の障壁はそれほど深
刻ではなく、文化的背景もあまり違わず、そのような
会合に参加する経費もそれほど重大ではない。しかし
アジア／オセアニアの場合、それぞれの国が海を越え

、 、たはるかかなたに位置し 言葉も文化的背景も宗教も
その国独自のものを持ち、ましてＡＡの規模から言え
ば、オーストラリアやニュージーランドを除けば、ど
この国も弱小で、その会合のためによその国まで代表
を送り出すなど、経済的にも容易なことではない。し
たがって実現に向けて具体化するよりも、無理なこと
だと、あきらめていたのだった。
今回初めてのＡＯＳＭが我が国で開催されることに

なった経緯については、すでに昨年のニューズレター
でお知らせしているため、本誌では省かせていただく
が、ともかく、第１回ＡＯＳＭが、ＡＡ日本２０周年

記念集会開催前日の３月２３日、ニュージーランド、
、 、 、 、ホンコン パヌアツ 韓国 日本の各国からの代表者

ニューヨークにあるＧＳＯの所長とアメリカ／カナダ
常任理事会常任理事をアドバイザーに、さらにはニュ
ージーランドと日本のオブザーバーを集めて、都内で
開催された （なお、今回の開催については、それぞ。
れの国がそれぞれの国でかかった費用を負担した）
ＧＳＯ所長ジョージの、開催に向けた非常に感動的

なスピーチは 「ＢＯＸ９１６」の５月号で紹介させ、
ていただいたが、それに続いて全員の自己紹介の後、
各国におけるＡＡの歴史と現状についての報告、さら
には、それぞれの国の文化的背景の中でＡＡがどう効
果をもたらしているのかという報告に、貿疑応答や意
見交換が行われた。ホンコンでは中国人のＡＡミーテ
ィングが小人数ながらも行われ、ビッグブックもＮＹ
のＧＳＯの援助で中国語版が発行されたこと、韓国は
ＡＡメンバーによって自立的に運営できるようになっ
たこと、英／仏／ビスラマ語と３か国語が公用語のバ
ヌアツのＡＡは、各国からバヌアツに移り住んでいる
国際色豊かなメンバーたちによってミーティングが運
営されていること（ホンコンの英語のＡＡグループも
同じ状況だが 、さらには、アメリカ在住のカンボジ）
ア人たちのＡＡミーティングが定着しない問題につい
て、その運営を手助けしているアメリカ人のメンバー
から届いた助けを求る手紙や、また、今回は財政的に

、 、 、参加できないというオーストラリア インド トンガ
ペキン、サモアからの書面による報告やＡＯＳＭに対
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全 国 代 議 員 集 会 の 結 果 報 告

=〈常任理事会を設置すること〉を代議員は採択

全国代議員集会全国代議員集会全国代議員集会全国代議員集会のののの地域別表決権地域別表決権地域別表決権地域別表決権とそのとそのとそのとその行使行使行使行使
地域区分 登録グループ 代議員出席 代理出席 議長委任

北海道地域 １８ ６ １ ４

東北 １８ ９ ０ ２

関東甲信越 １１０ ６２ ２ ２

中部北陸 ２７ １６ ０ １

関西 ３８ ６ ０ ３

中四国 １７ ９ １ ２

九州沖縄 ３４ １２ ２ ９

総計 ２６２ １２０ ６ ２３

する支援の表明も会場で紹介された。
文化的に自分の問題を人前で話す習慣がないとか、

アルコールの飲用が社会的にも文化的にも大いに勧め
られているとか、宗教観が違うからといった、その国
独自と思われていた問題は、アジアやミクロネシアの
国々に限ったことではなく、どこの国でも、ＡＡの先
進国と考えられている欧米の国々でさえも共通したこ
とであり、したがって、ハイヤーパワーの概念や文化
の違いが問題というよりも、ＡＡの出版物がその国の
言葉に翻訳されていないためにＡＡの存在が知られて
いない、メッセージが届けられないという、言葉の壁
を解決することに話が向けられた。
ニューヨークのＧＳＯで管理しているＡＡ国際出版

基金には我が国のＡＡも毎年２千ドルを予算化して献
、 「 」金しているが その出版基金によって ビッグブック

が、中国語（広東語 、ベトナム語、タイ語といった）
東南アジアの国々の言葉や、アラブ語、トルコ語、ペ
ルシャ語などの回教国の言葉、さらにはアフリカのス
ワヒリ語、またポーランド、ロシア、リトアニア等の
共産圏の国々の言葉に次々と翻訳され、さらにはＡＡ
導入のためのパンフレット類の各国語への翻訳作業も
途切れることなく続いている。ペキンのＡＡグループ
から寄せられた中国語（北京語）の出版物の援助を求
める手紙に対しては、早速ホンコンとＮＹのＧＳＯが
対応することになった。バヌアツではビッグブックの
４章５章をビスラマ語に翻訳し、メッセージを運んで
いるとのこと。このように翻訳による直接の援助や、
出版への資金面からの協力、さらに各国の出版物にた
いするニーズに耳を傾け、探り出すことといった援助
は、今すぐにでも始めることができる。
たった一日という短い開催日のなかでも、昼食の後

に「今日一日」というテーマで参加者によるＡＡオー

プンミーティングが行われ、回復の経験が分かち合わ
れ、フェローシップが深められた。
ＡＯＳＭの今後の開催については、ＷＳＭのない年

に隔年毎に開催；費用については分担金制度を取らず
自国でかかる費用は自国で負担；参加国の資格の制限
は一切なし；各国の代表者は２名まで；という指針が

、 、出され 次回は１９９７年ニュージーランドで開催し
事務局は引き続き日本のＪＳＯが担当して、より多く
の国々へ参加を呼びかけることになった。
日本のＡＡもＷＳＭには１９８６年から毎回参加し

ているが、ＷＳＭの場合、国としての参加資格は全国
的なサービス体系が整っていること、あるいはゼネラ
ルサービスオフィスがあること、となっている。これ
をアジア／オセアニア地域にあてはめると、ＷＳＭに
参加できるのはオーストラリア、ニュージーランド、
日本のほかには、かろうじてＧＳＯを持つインドしか
ない。そのような条件のもとでＷＳＭに参加している

、 、 、国々は どこもＡＡの歴史が長く メンバー数も多く
ＡＡの存在も地域社会の中でよく知られており、我が
国から見れば“恵まれている”国ばかりである。それ
に対して、アジア／オセアニアの“恵まれていない”
国々、小規模で、小人数で、サービス構成どころか、
ミーティングを継続して運営するのがやっとという国
々と経験を分かち合い、隣の国々にメッセージを運ぶ
ことの大事さを今回の会議であらためて認識し、事情
の許す限り、我が国からも将来のＡＯＳＭに積極的に
かかわっていきたいというのが、当日の感想である。
詳細な内容については、ＷＳＭ報告書と一緒に後日各
グループに送付させていただく報告書をぜひお読みい
ただければと願っている次第である。

ＡＯＳＭ事務局

現在もその余韻の中にありながら、あのＡＡ２０周
年記念集会の感動と歓喜を言葉に表すことは、私にと
っては困難というより、不可能なことです。同じよう
に全国代議員集会の模様も、私の文章能力がないため
に、残念ながら味気ない報告書にならざるを得ないこ
とをお許しください。

、 。とにかく 全国代議員集会の結果報告をいたします
全国で２６２グループがＪＳＯに登録され、過半数

を超える１４９グループの参加（委任状を含む）で集
会は成立しました。準備室を委託されたときが一番の
心配と悩みは、果たして過半数の参加が得られるかど
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うかでした。当日の議場閉鎖後の有権者数の報告を事
務局から聞くまで、ドキドキの連続でした。表からも
お分かり頂けますように、過去の代議員集会とはおも
むきを変え、質、参加者、内容の面からいっても全国
代議員集会という名称に値する集会であったと思いま
す （関西大震災が、いかに大きなものだったかと、。
その影響の大きさに気づかされました。仲間たちの復
興を祈らずにはおれません。ガンバレ！ 関西！）

「常任理事会を設置するか」の表決結果（１４９票）
常任理事会設置に賛成：１３８票（議長委任２３票含
む）
常任理事会設置に反対： １０票
白 票： １票

当日の唯一の議題である「常任理事会を設置する
か？」についてパネラーから説明がなされましたが、
予定されていたパネラーのほかに、当日飛び入りでニ
ューヨークＧＳＯのゼネラルマネージャーもパネラー
として説明に加わってくれ、その後に質疑応答の活発
な討議がなされました。紙面の関係から詳細に報告で
きないことは残念ですが、メンバーの方々には、代議
員および集会に参加された多くの評議員から直接報告
されるものと確信いたします。なぜならば、３時間の
会議中、誰ひとりとしてアクビひとつせず、集中して
おられた姿を、私も壇上からつぶさに見ておりました
が、その熱気たるやスゴイ！としか表現できませんで
したから。代議員だけに表決権を認めた準備室の選択
は間違ってはいなかったと思いました。
討議に時間をかけたいと思いながらも、時間に制約

があり、質問や意見を残しながらも賛否を問わねばな
らなかったのは心残りです。表決の結果は圧倒的多数

によって「常任理事会を設置する」ことが採択されま
した。

全国代議員集会収支報告（概略）

収入：全国代議員集会会場献金 １７４，３００円
支出：準備室関係支出

印刷、郵送、事務消耗品 ５５，７５０円─

ＪＳＯ委託分支出
代議員等への郵送経費 ６３，０９０円─

＊全国代議員集会の諸費用につきましては、会場での
献金だけで賄うことになっておりましたが、参加者の
ご理解とご協力により、予定通り無事、会場献金で運
営することができました。なお集会事務局では、残金
５５、９６０円を、当日会場での追加経費の充当およ
びＪＳＯへの献金にすることを決定致しました。
昨年のＧＳＭでは、今回の集会の事務室を九州地域

、 。委員会メンバーにご指名いただき 感謝申し上げます
試行錯誤を繰り返しながらも、何とか無事に集会開催
を終えることが出来ました。今回の試みは、何かしら
今後の日本のＡＡサービスの在り方を示唆したもので
あると思っております。集会開催にあたっての規定や
グループへの広報、および集会運営、進行にあたって
は、何かとご迷惑をおかけし、心からのお詫びを申し

、 。上げながら 全国代議員集会準備室を解散いたします
なお、具体的な体制につきましては、今年７月に開

催されるＧＳＭの場で話し合われるわけですが、メン
バー各位の総意が反映されて形作られていくものと確
信します。今まで以上に活発な討議をやっていきまし
ょう。
みなさん、ありがとうございました。

全国代議員集会議長

新刊案内 AA日本20年史

いくたびもの出会いを重ねて
AA日本20年の歩み ￥2，000． （送料￥300〉― ― ―

現在の日本のＡＡの歩みをたどった ２０年史”が“

このたび完成しました。
本誌では、日本語のステップミーティングが初め

て東京蒲田で開催された１９７５年３月をさらにさ
かのばり、在日外国人によって開かれていたＡＡミ
ーティングの記録、そして医療関係者や高知アルコ
ール問題研究所による我が国へのＡＡ紹介・導入の
活動やアメリカのＡＡとのコンタクトの状況の記録
等にも触れています。

日本全国の各地域におけるＡＡの歩みは各地域の
担当者が詳細にまとめました。ＡＡグループ活動お
よびＡＡ日本の全体活動に関連した年表は、グルー
プの誕生、イベント、メッセージ、サービス、広報

、 。活動 そして出版物発行の流れをカバーしています
さらには日ごろ関係者のかたがたやメンバーの皆

様から寄せられるＡＡについての素朴な疑問につい
ても、ＡＡの出版物を参照しながら取り上げてみま
した。


